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二十四節気の立夏を迎え、昼間は半袖でも過ごせるようになりました。沖縄奄美地方は一足

早く梅雨入りの発表がありましたが、中国地方はもう少し春の陽気を楽しめそうです。 

 

★ 開 花 情 報 
 

タニウツギ（谷空木）スイカズラ科タニウツギ属（写真 1左） 

山地の明るい場所に自生する落葉小高木で公園や庭にもよく植えられます。漏斗状の花は先

端で 5裂し、咲きはじめからピンク色を帯びます。同じ仲間のハコネウツギの花は白色からピ

ンク色に変わっていきます。こちらはつぼみが膨らみはじめています。 

場所：ツバキ園トイレ前，苗畑 

 

ジャケツイバラ（蛇結茨）マメ科ジャケツイバラ属（写真 1右） 

 川辺でよく見られるためカワライバラとも呼ばれる落葉つる性木本で、他のものに絡みつき

ながら高木にも登ります。この絡みつくようすを蛇に見立ててジャケツイバラと呼ばれていま

す。枝には逆向きに曲がった鋭い棘があるため絡まるとなかなか解けず、ナイロン製の衣服な

どは破れてしまうことがあるので注意が必要です。5～6月に枝先に花序を伸ばし、径 3cm弱で

左右非対称の黄色い花をつけます。 

場所：旧アスレコース、渓流路、東山作業路他 

 

ツクバネ（衝羽根）ビャクダン科ツクバネ属（写真 2上） 

 ヒノキ等の根に半寄生する落葉低木で、落葉樹林内等に稀に自生します。雌雄異株で雄花（写

真 2左上）は小さく地味な花ですが、雌花（写真 2右上）には特徴的な 4枚の苞があり、結実

すると名前の通り、羽根つきの羽根にそっくりの姿になります。 

場所：管理事務所前、作業者裏 

 

カルミア ツツジ科カルミア属（写真 2左下） 

 北アメリカ原産の常緑低木でアメリカシャクナゲとも呼ばれます。金平糖のようなつぼみか

ら一風変わった花を咲かせます。18世紀にスウェーデンの植物学者ペール・カルムが発見した

ことからカルミアの名がついています。まだ咲き始めでつぼみが多いですが、日に日に花が開

いています。 

場所：多目的広場 

 

オオカナメモチ（大要黐）バラ科カナメモチ属（写真 2右下） 

暖地の林内に稀に自生する常緑小高木で、樹高は 4～6m、時に 10m以上にもなります。花は 5

～6月、枝先にカナメモチより大きな花序をつけ、白い小さな花をたくさん咲かせます。近年、

生垣等でよく植えられるレッドロビンはカナメモチとの雑種で、若葉が真っ赤に色づきますが

本種の若葉は緑色で、落葉時に紅葉します。 

場所:作業舎裏上 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

この他、エゴノキの仲間のハクウンボク（写真 3左上）やコガウツギ（写真 3右上）、トチノキ

（写真 3左下）の花が咲き始め、ヤマボウシ（写真 3右下）の総苞片も白くなってきました。 

 

 

★園内見頃状況まとめ 

咲き始め 
カルミア（写真 2），エゴノキ，ハクウンボク（写真 3），ヤマボウシ（写

真 3），コガクウツギ（写真 3），トチノキ（写真 3） 他 

見 頃 

タニウツギ（写真 1），ジャケツイバラ（写真 1），エニシダ，ツクバネ（写

真 2），セイヨウシャクナゲ，オオデマリ，オオカナメモチ（写真 2），タカ

ノツメ，コツクバネウツギ，ニワゼキショウ 他 
 

※最も早い開花情報発信はツイッターになります 
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